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第 16回 情報システム学会・情報社会の成育モデル研究会 報告 

 

日時：2019年 1月 26日（土）13:00 ～ 16:00 

会場：IVTTOWER ５F Room01 － X-Floor川崎会議室 

 

参加者：小久保、田名部、原、細田 

一般参加者：無 

 

配布資料：GM4ISディスカッションペーパ 

報告： 

1 12月 1日に開催された第 13回全国大会・研究発表大会で本研究会の活動中間報告を行

った。資料は大会ウェブサイトを参照。 

2 2016 年 5 月に発足させた本件会活動は、本日をもって終了する。本日は今までの活動

総括と今後の取り組みについて議論する。 

3 本研究会の活動終了に当たっての学会への報告は 2月末に行う。 

 

議論：配布資料に基づき本研究会の活動の総括議論を行った。 

１ システムの基本的イメージ 

 

  個物の集合があり、この集合に動きの持続があればシステムが出現する。 

  動きの中で動きを継続するために選択ができ、またその選択を通じて動きを加速する

ことも減速することもできる自在さがある。 

  環境の変化に適応して持続のため、システムは進化する。 

2 社会システム 

  社会の構成要素は“コミュニケーション”であり、個人は社会の構成要素ではなく、

社会の“環境”である。 

3 情報社会システムは、コミュニケーションの構造物に基づいて作動するオートポイエー

シス社会システムで、心的システム、社会システム、経済システム、情報システム（ICT
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システム）からなる階層的構造をなす。 

4 情報システムは、アロエポイエーシス（他律的）システムである。 

5 情報社会システムの構造カップリング 

 

引用：戸田光彦，オートポイエティック情報社会論，2006 

6 Society5.0が描く超スマート社会と CPS 
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7 超スマート社会サービスプラットフォームのシステムイメージ 

 システムをペースレイヤの観点から考える。 

ペースレイヤリングは、あらゆるシステムは、異なるペースで動く階層(レイヤー)によっ

て構成されているという仮説に基づいている。 

 

 

8 CPS時代のシステム設計における技術的課題 

 ビジネスの機動性に対応できる柔軟なアーキテクチャ 

 ビッグデータを効率的に取り扱えるアーキテクチャ 

 融合するサービスにおけるニーズ実現のための EA 

 外部のイノベーションパートナーとの連動のための EA 
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 システム構成の階層とその変化の時間差を埋めるインターフェース 

 安心/安全を保証する仕組み 

 

9 技術的課題に対応するための研究課題 

 現状モデルから進化していくプロセスモデルの研究（進化可能性） 

 システムのペースレイヤリングのモデルの研究 

 AIや RPAといったデジタルソリューションを取り込んだアプリケーション・アーキ

テクチャの研究 

 

今後の予定 

 技術的課題に対応する研究課題に取り組むために次年度新しい研究会を申請する。 

 とりあえず次回の研究会は 5月 11日（土）13:00-16:00、川崎の会議場で開催する。 

 詳細の研究会案内は、研究会申請の認証を確認できた後 4月中旬に発行する。 

 

以上 


